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                 緒    言

 本報に於いては第1報 に於いて報告した"だ るま窯"を 倒焔式に改造 して燥瓦の焼成を實施

した結果を"だ るま窯"に 依 る焼成結果と比較 して簡畢に報 告する.窯 の改造用資材は極めて

少なく叉窯詰容量は大艦元の"だ るま窯"と 同様で1窯 で生瓦を約1000&・詰める事が出來 るも

のである.

                 燃 料 所 要 量          1

              第1表  燃 料 所 要 量

                改頁窯    "だるま窯" 改夏窯に卦する"だるま"の比

     加 熱 用  62Jkg  l46:〕kg  2,35倍

     煉    嶢    用           127〃            150〃               1.18 〃

        言十               750rl          1610〃              2.15 〃

  備考 1) 燃料は氣乾松薪で使用博其の不均吸首水分1)は12,8%で あつた.

     2)第1表 に記載した数{直は生瓦1〔}」0枚畠りの所要量を示す.

 燃料所要量は第1表 に示 した檬に生瓦1枚 當bの 撚料所要量は改良窯では"だ るま窯"の 丁

度%に 節減することが昂來た.此 の主な原因 としては改良窯では風道に依 る熱損失がな くなつ

た事 と,倒 焔式にした爲めに熱の利用率が檜加 し,そ の爲め加熱用燃料 を甚だ しく減少する事

が出來た顯にある.

                 嶢 成 過 程

 澆成時間及び加熱速度並びに最高加熱温度は,著 者等の改造 窯では生瓦の性質に慮 じて或程

度迄可成b自 由に選定する事が出來た.此 の黒占"だ るま窯'で あると窯内中央邦の最高温度を

約1000℃ に加熱す るのに非常な努力とt「こつ"を 必要 とする事に比較 して大 きな和蓮であ る.

叉"だ るま窯"で は燃鹿室δ・らカロ熱室に焔が進む距離が甚だ短い爲めに"焙 り"に 充分注意 し

ないと,此 の時期に被熱物を熱的に破損することが多いが,改 良窯では焔は火橋の爲 めに直接

被熱物に達する前に可成 りの道 を進み時間の経過 と共に此の距雛が短縮 され るので甚だ好都合

である.

                、製 品 の 晶 質

 改造窯では窯内温度を自由に決定出來る事 と,窯 内温度分布を可成 り均一にす ることが繊來

                   (80)
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る爲に製晶は殆ん ど全部1等 晶 として期待出來る."だ るま窯"の 場合には窯内濫度差は最大2500

～300℃ は避 けられない所であるが,改 造窯では40-v60℃ 以下に此の差を縮める事は左程困難

はでない.此 の結果第2表 に示 した様に製品の成績は"だ るま窯"に 比較 して数等向上 した.

              第2表  製  品  成  績

                     改逡窯        ̀ サごるま窯"

         1    等    晶               73タ6               60タ6

         2    〃    〃              19%              20%

         3  tS  〃        -        10%

        不 良 晶   籾%   10%

  備考 箭改逡窯の不良品は圭としτ煙色されないもので之は燥燵過程の研究に依り解決し得る
      見込みである.

                 蠣 嶢 過 程

 此の燥澆過程の問題の爲に燃瓦は"だ るま窯"以 外の窯では製造が困難 とされて來た軍大な

原因であつたが,第1報 で報告した所の燥雛時の窯内瓦斯組成の分析等から得 られた煙焼機構

の大艦の日安か ら,改 造窯に於いては煙道部のダンパー を利用 して此 の問題 を解決することが

出來た.

                 結    論            、

 以上述べた様 にして著者等は從來の燥瓦製造用の"だ るま窯"を 倒焔式に改造することに依

り燃料は約強 ・轍 する事が'il飛 又輯 の顕 は約20%向 上する事が1瞭 た 似 瓢 醐

磁器等の様に近代的の窯で安債に且つ多留生産のtllOl(得る根櫨が見illされたものと確信出來 る

ものである.
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 赤 青,黒 三色 に着 色 した粘 土 の色 暦 を用 い 押 出 し操 作 中 の 試料 の「流 れ」模 様 を襯 測 し,そ れ

を分 析 して押 出 し機 構 を 考 察 した.叢 に本 法 に よ る研 究 方法 並 に分 析 結 果 を簡 軍 に報 告 す る.
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